今月の樹「ハンノキ」
　ハンノキは今でも平地の湿地や川岸などではよく見かける樹であり、かっては水田の畔などに稲架用にわざわざ植えてあったりする樹でもあった。昔は近江平野に代表されるように日本の田園風景を形成し、農村の人の生活にも密着してき、身近な樹であったのでしょう。
愛知県半田市生まれの童話作家・新美南吉の「おじいさんのランプ」や「ごんぎつね」にもでてきます。「おじいさんのランプ」では、半田池の「池の岸にははんの木や柳が、水の中をのぞくようなかっこうで立っていた」とあります。ランプを吊るした木は、おそらくこのハンノキだったのでしょう。また、「ごんぎつね」では、「ほら穴の近くの、はんの木の下で振り返ってみましたが、兵十はおっかけてきませんでした。」とあります。ハンノキは本来水辺を好む木ですが、半田は地下水位が高く、丘にもハンノキがたくさんみられるとのことです。
　ハンノキは日本の他、朝鮮半島、ウスリー、満州に分布します。日本では全国の山野の低地や湿地、沼に自生し、落葉高木で樹高は15～20m、直径60cmほどにもなります。湿原のような過湿地において森林を形成する数少ない樹木です。枝、葉は典型的な順次開葉をとる樹種で、春から夏にかけて枝・葉を伸ばします。葉は有柄で長さ5～13cmの長楕円形で、縁に細鋸歯があります。
花期は冬の12-2月頃で、葉の展開に先だって単性花をつけます。雄花穂は黒褐色の円柱形で尾状に垂れ、雌花穂は楕円形で紅紫色を帯び雄花穂の下部に上向きにつきますが、花はあまり目立ちません。果実は松かさ状で10月頃に熟します。樹皮、果実は、古くから染料に利用されてきました。また、材は
良質の木炭の材料となるために、以前にはさかんに伐採され利用されていました。材に油分が含まれ生木でもよく燃えるため、昔は北陸地方では火葬の薪に使用されたそうです。最近ではそのフィトンチッド効果から消臭・抗菌などの製品が商品化される一方、鳥
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インフルエンザの特効薬としても注目されているとのことです。その他、メタボリックシンドロームや糖尿病にも効果があると報告されています。

ハンノキ属植物の根にはフランキア属の放線菌が共生し窒素固定を行うことが知られています。そのため比較的やせた土地にも生育し、湿地の緑化事業や、昔は田んぼの稲架用に利用されてきたようですが、稲の刈り入れにコンバインを用いる農作業の変化から田園からは姿を消しました。でも信州や静岡の「わさび田」ではハンノキが現代でも利用されているとのことです。勿論、水辺で生育できる数少ない樹種ということもありますが、順次開葉であるため枝葉を伸ばす方向のコントロールが容易で、わさび田の日陰を作るのにも適していること、葉は枯れることなく緑色のまま落葉する為、水辺で腐食してわさび田の肥料にもなるからと言われています。この樹の特徴を実にうまく利用していると感心させられます。

ハンノキの仲間は川辺にはカワラハンノキ、山間部では、ヤマハンノキ、ケヤマハンノキが見られるがこれ等も川の傍とか渓谷の斜面とからは離れません。よくよく水を好む仲間達なのでしょう。
同属のオオバヤシャブシなどは乾燥地を好み、山地の緑化に用いられて来ています。


